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私たちの社会を支えるものづくり 国園 6 振動を「抑える」「測る」「利用する」
..... w. ば謀四腐腐岱硲

園~tl

ひとこと ►ものづくりについて学ぶことができます。自分でものを作り出すことの楽し
ものづくりをしっかりと身につけて社会に貢献してみませんか。 さを恩妬ていただければと思います。

研究内容
微暉加工用研削工異の開発

►微細加工に用いることが出来るエ具に関する研究をしています。

榔穴加工に関する研究

►通常では加工が難しい穴加工を実現するための穴加工法に関する研

究をしています。

四塁
工具の外観模式図

ロ〉、
奇台

砥粒

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？

►私達の身の回りには様々な製品が溢れており、それらが農かで便利な
社会を支えています。ここで行っている研究は、そのような社会で求めら

れている製品などを製作する際に必要となる「加工」を実現するためのも

のであり、現在だけでなくこれからの社会で必要とされる機器を製作する

のにも貢献することができます。

結合剤部

工具の構造（先端部）

微細加工用研削工具

硬い砥粒で材料を加工します。

工具の例

穴をあけ
る材料

ゞ`

通常の穴加工の模式図

通常の穴加工では加工が困難
な穴をあける必要が多々 ありま
す。ここではそれを実現する穴
加工法について研究しています。

6 ミクロ流体工学による医農工学連携ネットワーク
.... W:ii写招翡溢硲
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機械知能プログラム准教授
藤川俊秀

出身：茨城県笠間市
趣味：波に乗る改：
講義：流体力学、プログラム演習、等
専門：流体工学

機械知能プログラム准教授
盆子原康博

出身：福岡県北九州市
趣味：サイクリング
講義：機械力学、振動工学など

l ― 

専門：機械力学

-_L; ―・ビー・ 宕と活の中で「こんなものがあったら便利だな」とか
「もうちょっと使い易くならないかな」と思うことはないでしょ
うか？それは工学を学ぶき3かけになるかもしれません。

研究内容
人体に優しい低振動電動工具の開発
► 人体に受ける振動が原因とされる手腕振動障害の発症を防止する
ため、電動工具の低振動化に向けた制振装置を開発しています。
配管系を伝わ召厩動・騒音の抑制対策

► ポンカ記管系に生じる固体伝搬音問題に対する
実用的な対策法として、フレキシブル継手の2段
設置法を提案し、その有効性を検証しています。
火山性微小地震を観測する地震計の開発
► 火山近郊に掘られた数百メートルの深穴に設置
するための 3成分一体型ボアホール地震計を県
内企業と共同で開発しています。
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制振装置付きハンドルで人体に伝わる振動を軽減 l 3方向成分一体型
ボアホール地震計

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 振動は、騒音を発生させたり、性能劣化や損傷をもたらす、いわば機
械にとっての病気です。本研究では、モノづくりの現場で生じる振動問
題に対する簡便で実用的な対策法や予防法を探求しています。

► 機械力学は、機械の運動を取り扱う学問であり、どのような要因や条
件で振動が発生するのか力学的に解明することができます。

► 研究を通して振動や騒音に対する専門知識や技術を修得することで、
機械の病気を治療できるエンジニアとして活躍できます。

Lftとホ中打が遷品しながら伝辺
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ポンプ配管系固体伝搬音問題：ポンプ駆動時に発生する振動や音が配管
や水中を伝わって，遠く離れた居室に騒音をもたらします．

配響塵lhl:対す.f,t:J引効璽 ＊中音に対すも即禎致景
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ひとこと
みなさんが学生時代に身につける知識（右函）は、
世界の困っている人たちを助けるために、その人たちを
幸せにするために使ってください。

研究内容
流体工学の基礎研究（気泡生成に関する数値解析と実験的研究）

► 液体燃料ロケットやディーゼルエンジンの燃料噴射部では、液体を引
き裂く力（張力）が瞬間的に発生して泡が爆発的に現れます。泡
発生の理由は未解明でしたが、私たちは「動的閾値」という新しい考
え方で泡発生の理由を流体力学により研究しなければならないことを

明らかにしました。
流体工学の応用研究（医学と震学への応用なと）
► 癌（がん）をメスを使わないで治療するために、リンパ管をとおして薬
を患部に到達させる研究です。具体的には、微細なリンパ管内に抗
がん物質を輸送するのに必要な流体圧力などを予測するために、リン

パ管内の流れをスパコンで計算しています。

燃料噴射ノズル内の流れの解析 リンパ管内でのリンパ液の流れの解析

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► キャビテーションやリンパ管内の流れ以外にも
〇医エ連携につながる血液中での気泡核生成機構の解明
◎農工連携につながる微細気泡の生成方法の研究
R気泡動力学との融合が拓く火災科学の研究
などをしています。国内外の様々な分野の研究者や企業の方々との

共同研究を通して、「最先端の研究」を行う姿勢を身につけることが

できます。i〗[i賃疇言~〗
'": 三ご，ヽ，，:"'"

＂忌字・・字・エ学の 3分野に共通する11111こ取り組んでいる」

貫鼠、珊論.tt舅流体力学螂
を中心としたラマ4つ観!Euています．

1. 流体工学(T,l~如究

2. 医療への応用

3. 且棠への応用

4一流体況械への応
哀騒の安仝：と口IJ

6人の近くで動作する人や環境と親和性の高いロボット技術
ニ起謀？ぽ9ば羹寄＃

機械知能プログラム准教授
舛屋賢

研究内容
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出身：山口県山口市
趣味：読書・ゲーム
講義：力学等
専門：ロボット工学

ひとこと
動くモノを扱う機械技術は社会生活の多くの場面で必
要とされています． ロボy卜技術やメカトロニクス技術の
開発を通して，その一端に触れてみませんか？

装着箇所に着目したウェアラブルロボットの開発

► 装着箇所のずれを許容できるロボッH幾構の開発

► 装着箇所の力分布制御機構の開発

► アシストカ伝達のための柔軟なタイミングベルトの開発

安全性を担保する）＼ードウェアとしてのソフトロボットの開発

► 光ファイバを用いたアクチュエータ・センサの開発

► 折り紙構造を用いた伸縮ロボットの開発

区
ウェアラブルロボy卜機構（左：膝関節用，右：股関節用）

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？

► 人の生活する環境で動くロボットが増えつつある昨今，これからのロ

ボットには人や環境へのやさしさ，言い換えると，高い親和性が求め

られます．われわれの研究室では，これからのロボットの親和性向上

に役立つ研究を行っています．

► 「ロボットの開発」と一口に言っても，プログラミングや機械設計・電子

回路といった，さまざまな知識が必要です． 日ボッH支術やメカト日ニ
クス技術の研究を通して，これらの技術を学び，身に付けることがで

きます．

心-光ファイバセンサを内蔵した人工筋肉

駆動伝達のための柔軟なタイミングベルト

発元部
光ファイバ
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光ファイバを用いた伸展・屈曲センサ
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